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■は休館日です。
　 ※１８日（水）から２６日（木）は秋季特別　
　　　整理期間のため休館します。

◆開館時間のお知らせ
　 平日：午前９時～午後８時
           ※閉館時刻を変更する場合があります　　　　　　
　 土曜、日曜、祝日：午前９時～午後５時　

１０月のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

渋川市立図書館　　電話０２７９－２２－０６４４

行事のお知らせ

萌えの子おはなし会

子ども映画会／映画鑑賞会

◆１０月　７日（土）午後２時から
　　　おはなしする本：「やぎじいさんのバイオリン」
　　　　　　　　　　　　　　　　　（紙芝居）ほか
◆場所　　   市立図書館１階　黒川子ども文庫
◆入場料　  無料

◆１０月　１４日（土）午前１１時から
　　　【上映（予定）作品】
　　　　　「ピーターパン」
　　　　　「おばけうんどうかい」　
　　　　　　　　　　　　　　　 （２作品　上映時間４０分）

◆１０月　１５日（日）午後２時から
　　　【上映（予定）作品】
　　　　　「天使のいる図書館」
　　　　　　（２０１７年/日本、上映時間１時間４８分）
　　　　　　監督：　ウエダアツシ
　　　　　　出演：　小芝風花、横浜流星

　　　【内容】吉井さくら（小芝風花）は、地元の図書館に
　　　　　就職し、慣れない仕事にとまどいながらも日々
　　　　　を過ごしていた。ある日、老婦人の礼子が古い
　　　　　写真を持ってやってくる。写真の場所へ行くこと
　　　　　を望んでいると思ったさくらは、そこへ礼子を連
　　　　　れて行くことに・・・。
　　　　　　 奈良県葛城に実在する図書館を舞台に一人
　　　　　の新人司書の成長を描いた心温まる物語。　　　　　　

※いずれも、場所と入場料は次のとおりです。
◆場所　　   市立図書館２階　視聴覚室
◆入場料　  無料

読書の楽しみ見つけませんか？
～　秋の読書週間　～

　 １０月２７日から１１月９日までは、秋の「読書週
間」です。今年の読書週間の標語は、「私のペース
で しおりは進む」です。
　 「読書週間」は、終戦まもない1947年、まだ戦火
の傷痕が至るところに残っているなかで「読書の力
によって、平和な文化国家を作ろう」という決意のも
と第1回が開催されました。
　図書館では、これからも読書の楽しさを伝え、す
べての世代の人たちに本に親しむ”きっかけ”をつ
くっていただくため、様々な展示や行事を行ってい
きます。
　 この秋、あなたも一冊のすばらしい本に出会って
みませんか？

は行事開催日です。

古本市

　市立図書館では、「まなびの日」にあわせて古本
市を開催します。所蔵で、保存期限を過ぎた雑誌や
本約１，０００冊を無料配布します。なくなり次第、終
了です。

◆とき　  　１１月　５日（日）午前９時から
◆雨天の場合　　１１月１２日（日）に順延
◆場所　　　　市立図書館正面玄関前（駐輪場付近）

◆配布冊数　１人５冊以内
　　
　※昨年は約１２０名の方が来場され、
　　　　　雑誌８６４冊、本約１４０冊を配布しました。

おすすめの一般書

おすすめの児童書

◆「夜道を歩く時、彼女が隣にいる気がしてならない」　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　和田正雪（KADOKAWA）
   零細出版社アルバイトの大学生・米田は、実話怪談記
事の執筆もおこなう「怪談ライター」。ある日彼は取材の
最中に乃亜という不思議な赤い服を着た女性と出会う。
彼女はオカルトマニアで怪談の現場に多数足を運んでい
た。そして特に「神隠し」に執着しており、ある事情から自
らもいつか異界へ行くことを夢見ていた。初めは乃亜と
関わり合いになりたくないと感じていた米田だったが、深
夜のオカルトスポット巡りなどのデート（!?）を通じて、否応
なく距離を縮めていく。そして夏休み、奇妙な祭りの風習
があるという話を聞いて、後輩の実家がある山奥の土地
にに赴いたのだが・・・。ラストが深く沁みる、新時代の青
春恋愛ホラー。怖いだけでは語りつくせない１冊です。
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◆「アニーとパパの
　　　　　　　　ハロウィン｣
たちもとみちこ/作 （文溪堂）

　こぐまのアニーは、ハロウィ
ンの準備で、パパと２人で
ジャックオーランタンを作りま
した。仮装してみんなでトリッ
クオアトリートのパレードをし
ていると･･･？

　アニーとパパの、少し怖くて
楽しいハロウィンの絵本です。

◆「保健室には魔女が必要｣
　　　  石川宏千花/作　赤/絵

  （偕成社）
　主人公は、中学校の保健室の
先生にして魔女。自分が考案す
る「おまじない」を流通させ、もっ
とも定着させた魔女が選ばれる
七魔女決定戦に参加している。

　今日も魔女は、保健室にやっ
てくる生徒たちの悩みをきき、
「おまじない」を授ける。悩みに
よりそう短編集です。

郷土史講座のご案内
－市立図書館・金島公民館共催事業－

◆「いつかみんなＧを殺す」　
　　　　　　　　　　　成田名璃子（角川春樹事務所）
　 鹿野森優花は、東京の老舗超高級ホテル、グラ
ンド・シーズンズの総支配人だ。この座を与えられて
から１年、会長である祖父からホテルを譲り受け、
社長となるには、今日行われるイベント・ミッドサ
マードリームナイトを成功させることが絶対条件だっ
た。だが、対抗する旧勢力から思いもよらぬ邪魔立
てが・・・！清潔かつ華美なこの空間に、居てはなら
ない”Ｇ”を相手に、関係者のそれぞれの立場と思
惑が錯綜し、昇華する！！展開が気になり、一瞬で
読み終えてしまう１冊です。

新着DVDのご案内

　 天明三年（1783年）の浅間山大噴火から240年。
当時、土石ながれや泥流などで約1500人が犠牲と
なりました。この渋川地域にも甚大な被害を及ぼし
ました。今回は、当時の渋川市域のことを中心にお
話していただきます。あわせて、泥流関係絵図の展
示と解説（唐澤康之さん）を行います。後世に語り継
ぐべき貴重な歴史について学んでみませんか。

『天明泥流はどう流れたのか』
－ 渋川市域を中心に－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆１１月１８日（土）午後１時３０分から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午後１時受付開始）

◆場所　金島ふれあいセンター　ホール
◆定員　１００人
◆講師　関　俊明さん
　　　　　　（嬬恋郷土資料館　館長）
◆参加料　無料
◆申込み先　金島公民館（ＴＥＬ：２２－０２４１）
◆申込み受付開始日　１１月１日（水）

　 新着DVＤをご紹介します。
　 なお、ＤＶＤの貸出しは１人２枚までです。

《邦画》　・名も無き世界のエンドロール
　　　　　　・月の満ち欠け　　・ステップ
　　　　　　・ドライブ･マイ・カー
　　　　　  ・PLAN　７５　　・柘榴坂の仇討　　　　　　
《アニメ》・ストレンジ・ワールド／もうひとつの世界
　　　　　　・ひつじのショーンスペシャル
　　　　　　　　　　　　　　　　　／クリスマスがやってきた！
　　　　　　・ふしぎ駄菓子屋銭天堂　第６巻～第８巻
　　　　　　・デリシャスパーティ♡プリキュア
　　　　　　　　　　　　　　／夢みる♡お子さまランチ！
　　　　　　・れっしゃだいこうしん　2023キッズバージョン
《洋画》　・ゴヤの名画と優しい泥棒
　　　　　　・ハッピーニューイヤー
　　　　　　・ハリー･ポッター２０周年記念
　　　　　　　　　　　　　　　　　：リターン・トゥ・ホグワーツ


